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令和４年９月定例会の内容をお届けします。

＆
島田市民間保育協会

市議会

特 集
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島
田
市
民
間
保
育
協
会
は
、
平
成
元
年
に
市
内
の

民
間
保
育
園
７
園
で
発
足
し
ま
し
た
。
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
と
も
に
、
現
在
は
15
園
の
保
育
園
・
こ
ど

も
園
が
協
力
し
合
い
、
発
足
当
時
の
思
い
の
も
と
、

島
田
市
の
子
ど
も
た
ち
に
「
よ
り
良
い
保
育
」
の
提

供
を
目
指
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
厚
生
教
育
常
任
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
民
間
保
育

協
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
日
程
調
整
が
難
し
か
っ
た
た

め
、
ま
ず
は
、
山
口
代
表
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

《
保
育
園
の
運
営
で
重
要
な
こ
と
は
？
》

　
子
ど
も
・
保
護
者
に
と
っ
て
「
安
心
・
安
全
な
施
設
」

を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
安
全
な
保
育
を
行
う
た
め
に

は
、
多
く
の
点
検
・
確
認
業
務
が
あ
り
ま
す
。
遊
具
の

点
検
、
登
園
確
認
、
昼
寝
中
の
乳
児
に
対
す
る
５
分
か

ら
10
分
間
隔
の
呼
吸
チ
ェ
ッ
ク
、
熱
中
症
対
策
、
コ
ロ

ナ
対
策
、
散
歩
中
の
人
数
確
認
、
バ
ス
乗
降
時
の
確
認

な
ど
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
以
外

に
も
、
園
児
が
心
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
笑
顔

で
接
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
個
別
対
応
、
保
護

者
へ
の
対
応
、
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
、
園
児
を
朝
登
園
し
た

姿
で
保
護
者
に
引
き
渡
せ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
や
か
に
発
達
・
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
、
絶
え
ず
研
修
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
保
育
士
の
確

保
が
大
変
で
す
。
人
材
確
保
が
園
を
運
営
す
る
上
で
の

課
題
で
す
。

《
重
点
的
な
取
り
組
み
は
何
で
す
か
？
》

　
島
田
市
民
間
保
育
協
会
は
、
園
長
会
・
主
任
会
を
中

心
に
同
じ
立
場
の
人
た
ち
が
相
談
で
き
る
関
係
を
作
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
分
た
ち
の

力
量
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
現
場
の
問
題
を
関
係
機

関
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
長
と
語
る
会
や
議
会
と
の
意

見
交
換
会
を
定
期
的
に
設
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
小

子
ど
も
が
、
伸
び
伸
び
成
長
で
き
る
環
境
を
！

島田市民間保育協会代表の
山
やま

口
ぐち

学
ふみ

世
よ

さん（五和保育園園長）に
お話を伺いました。

市議会

島田市
民間保育協会

＆

特 集
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学
校
と
の
架
け
橋
を
作
る
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
保

育
園
か
ら
小
学
校
へ
の
移
行
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
市
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
》

　
設
備
整
備
に
対
す
る
柔
軟
な
対
応
や
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た

め
の
支
援
、
個
別
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
に
対
す
る
支

援
な
ど
、
島
田
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、

何
が
必
要
か
、
一
緒
に
考
え
て
い
く
関
係
性
を
作
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
認
定
こ
ど
も
園
を
導
入
し
て
か
ら
、
ど
う
変
わ

り
ま
し
た
か
？
》

　
導
入
当
時
は
現
場
の
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
保

育
園・こ
ど
も
園・幼
稚
園
が
同
じ
会
議
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

も
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
就

学
前
の
発
育
や
小
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

《
少
子
化
の
中
で
、保
育
園
の
将
来
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？
》

　
保
育
園
の
将
来
は
、島
田
市
の
将
来
と
同
じ
で
す
。地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
保
育
の
質

を
高
め
、
保
育
園
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
研
さ
ん
を
積

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
園
児
も
保

護
者
も
職
員
も
、
楽
し
く
生
き
生
き
と
安
心
し
て
通
園

で
き
る
地
域
の
保
育
園
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

各
園
の
代
表
者
と
の
意
見
交
換
会
は
、
10
月
27
日

に
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。
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８
月
31
日
（
水
）
本
会
議
初
日　
議
案
等
22
件
提
出

専
決
処
分
の
報
告
２
件
、一
般
会
計
な
ど
の
認
定
10
件
、一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
の
議
案
10
件
が
提
出
さ
れ
、
緊
急
を
要
す
る
補
正
予
算
（
第

４
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
１
件

も
今
議
会
で
審
査
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

９
月
８
日
（
木
）
～
12
日
（
月
）
議
員
18
人
が
登
壇

18
人
の
議
員
が
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。　
　
（
12
～
21
ペ
ー
ジ
）

９
月
14
日
（
水
）
議
案
質
疑　
審
査
の
付
託
・
委
嘱

11
人
の
議
員
が
、
議
案
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
常
任
委
員
会
お
よ
び

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
に
議
案
の
審
査
を
委
ね
ま
し
た
。
ま
た
補
正

予
算
（
第
６
号
）
が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ 

ｕ
ｐ
１
～
４
（
５
ペ
ー
ジ
）

９
月
15
日
（
木
）
～
20
日
（
火
）

常
任
委
員
会
、
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
お
よ
び
予
算
・

決
算
特
別
委
員
会
３
分
科
会
を
順
次
開
催
し
、
議
案
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

特
に
、
令
和
３
年
度
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
重
要
案
件
の

中
か
ら
、
最
重
要
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。�

（
８
～
10
ペ
ー
ジ
）

９
月
22
日
（
木
）
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
議
案
審
査

３
分
科
会
か
ら
の
報
告
、
討
論
、
議
案
採
決
を
行
い
、
賛
否
が
分
か
れ

た
２
件
（
補
正
予
算
（
第
６
号
）、
一
般
会
計
決
算
）
は
賛
成
多
数
、
１

件
（
補
正
予
算
（
第
５
号
））
は
全
会
一
致
の
採
決
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
決
算
認
定
に
対
す
る
委
員
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
提
言
書
の
と

り
ま
と
め
を
決
定
し
ま
し
た
。

９
月
30
日
（
金
）
本
会
議
最
終
日　
議
案
採
決　

予
算・決
算
特
別
委
員
会
と
３
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報
告
に
続
き
、一

般
会
計
決
算
・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
議
案
お
よ

び
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
（
第
６
号
）
に
対
す
る
討
論
を
行
い
、
採

決
の
結
果
、
こ
れ
ら
３
件
を
賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
認
定
８
件
、
議
案
９
件
は
全
員
賛
成
に
よ
り
認
定
・
可
決
し

ま
し
た
。

ま
た
６
月
議
会
か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
１
件
に
つ
い
て
は
、

討
論
を
経
て
採
決
を
行
い
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
や
肥
料
高
騰
対
策
に
対
す

る
事
業
費
お
よ
び
令
和
３
年
度
事
業
の
繰
越
金
を
台
風
15
号
の
災
害
復

旧
費
と
し
て
予
算
を
確
保
す
る
た
め
、一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号・

第
８
号
）
の
２
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
両
議
案
と
も
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

定例会
の

概 要

令
和
３
年
度
決
算
認
定
お
よ
び

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
補
正
予
算
可
決

令
和
４
年
９
月
定
例
会
を
、
８
月
31
日
（
水
）
か
ら
９
月
30
日
（
金
）
ま
で
、
31
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
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〈
認
定
第
１
号　
令
和
３
年
度
島
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

〈
認
定
第
１
号　
令
和
３
年
度
島
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

〈
認
定
第
１
号　
令
和
３
年
度
島
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

〈
議
案
第
59
号　
令
和
４
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て
〉

Q�

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
経
費
が
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

A�

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
数
が
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
で
、
当
初
見
込
ん

で
い
た
大
会
参
加
料
が
確
保
で
き
ず
、
大
会
運
営
経
費
に
不
足
が
生
じ
る
た
め
、

大
会
を
運
営
す
る
し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン
ｉ
ｎ
リ
バ
テ
ィ
実
行
委
員
会
へ
の

交
付
金
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

Q�
エ
ン
ト
リ
ー
者
数
が
減
少
す
れ
ば
、
支
出
も
減
る
の
で
は
な
い
か
。

A�
消
耗
品
の
購
入
費
用
は
抑
え
ら
れ
る
が
、
会
場
設
営
の
委
託
料
な
ど
は
、
物
価

高
騰
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
当
初
の
見
込
み
よ
り
増
え
て
い
る
。

Q�

財
政
指
標
の
財
政
力
指
数
が
大
き
く
悪
化
し
、
経
常
収
支
比
率
は
大
き
く
改
善

し
た
。
大
き
な
変
化
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
多
額
の
収
支
が
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
れ

と
も
他
の
要
因
な
の
か
。

A�

コ
ロ
ナ
対
策
で
収
支
が
動
い
た
た
め
で
は
な
く
、
国
の
税
収
増
に
よ
る
再
算
定

分
の
交
付
金
が
追
加
で
入
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

Q�

仮
に
再
算
定
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
令
和
３
年
度
の
数
値
は
い
く
つ
と
見
込
ま

れ
る
か
。

A�

財
政
力
指
数
は
０
・
７
１
７
、
経
常
収
支
比
率
は
89
・
８
％
と
見
込
ま
れ
る
。

Q�

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
応
募
は
１
者
だ
っ
た
。
事
業
者
選
定
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委

員
会
が
同
事
業
者
を
優
先
交
渉
権
者
に
決
定
し
た
審
査
経
過
は
ど
う
か
。

A�

昨
年
７
月
に
部
長
級
職
員
に
よ
る
庁
内
検
討
委
員
会
を
開
催
。
そ
の
後
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
、
提
案
事
業
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

経
た
後
、
庁
内
検
討
委
員
会
に
諮
り
決
定
し
た
。

Q�

今
回
の
事
業
を
通
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
委
託
し
た
事
業
者
に

期
待
し
た
役
割
と
は
何
か
。

A�

初
め
て
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
あ
り
、
事
業
の
円
滑
な
進
行
に
向
け
て
支
援
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。

Q�

令
和
７
年
度
末
に
登
録
者
２
５
０
０
人
の
目
標
に
対
し
、
令
和
４
年
３
月
末
で

95
人
で
あ
る
。
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

A�

市
内
の
保
育
園
な
ど
保
護
者
が
利
用
す
る
施
設
に
お
い
て
、
広
報
活
動
を
行
い
、

電
子
申
請
に
よ
る
登
録
受
付
で
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
た
。
令
和
４
年
８
月
末
現
在
で
、
登
録
者
は
８
０
６
人
、
世
帯
数
は
７
６

７
世
帯
で
あ
る
。

Q�

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
各
部
署
の
業
務
再
構
築
に
お
け
る
課
題
は
何
か
。

A�

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
市
民
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
と
い
っ
た
、
職
員

の
意
識
改
革
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
経
費
が
増
額

　
そ
の
理
由
は
？

例
年
に
比
べ
財
政
指
標
が
大
き
く

変
わ
っ
た
理
由
は
？

旧
金
谷
庁
舎
跡
地
利
活
用
事
業
の

　
　
　
取
り
組
み
状
況
は
？

子
育
て
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
構
築
事
業
の
内
容
は
？

Pick
up 1

Pick
up 4 Pick

up

Pick
up

3

2
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これに注目!!

皆さんの税金はこのように使われました。
令和３年度　島田市　各会計決算を認定

一般会計歳出額（使ったお金）

特別会計を含めた歳出額

417億3,891万円

617億54万円

　前年度の「税金の使い道（決算）」に関して、９月定例会にお
いて市長は市監査委員と市議会のチェック（審査）を受けなけ
ればなりません。
　令和３年度の島田市決算の議案の提出を受けて、９月15日、16
日、20日の３日間に開催された３つの常任委員会および予算・
決算特別委員会で決算の審査を行い、「認定すべき」と決し、30
日の本会議最終日において決算を認定しました。
　その一部を紹介します。

令和３年度　島田市の各会計決算（公営企業会計を除く）

一般会計市債・基金の状況

歳入（市の収入） 歳出（市の支出）

一般会計 437億2,414万円 417億3,891万円

特別会計

国民健康保険事業 97億9,994万円 91億2,676万円

土地取得事業 7億5,966万円 7億5,966万円

休日急患診療事業 7,062万円 6,938万円

介護保険事業 87億2,765万円 86億2,957万円

介護サービス事業 8,042万円 7,816万円

後期高齢者医療事業 12億9,820万円 12億9,807万円

公営企業会計

公営企業会計（経常収支）

水道事業会計 1億3,663万円

収益 13億1,340万円

　　　費用 11億7,677万円

病院事業会計 ▲29億0,037万円

収益 143億7,346万円

　　　費用 172億7,383万円

公共下水事業会計 1,843万円

収益 7億1,017万円

費用 6億9,174万円

島田市（一般会計）では、市債（借金）残高が減り、基
金（貯金）が増えています。

令和３年度末の残高 令和２年度末の残高

市債 416億8,133万円 417億9,538万円

基金 134億5,800万円 128億3,211万円
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その他 15億8,020万円
議会費 2億2,495万円
労働費 3,527万円
農林業費 10億1,900万円
災害復旧費 3億 98万円

総務管理費 43億1,036万円
交通安全対策費 3億8,848万円
徴税費 3億8,801万円

55億9,899万円総務費
児童福祉費 82億1,252万円
社会福祉費 66億 882万円
生活保護費 7億4,196万円

161億7,802万円民生費

保健衛生費 42億9,203万円
清掃費 21億9,933万円

64億9,136万円衛生費
商工費 10億9,914万円

10億9,914万円商工費

※各欄の金額について、端数処理（千円以下切り捨て）をしています。

             

道路橋りょう費 22億6,850万円
都市計画費 18億4,413万円
土木管理費 3億2,900万円

50億 883万円土木費
消防費 14億6,865万円

14億6,865万円消防費

小学校費 14億1,117万円
保健体育費 12億1,114万円
社会教育費 10億 231万円

47億 254万円教育費 43億5,030万円公債費（一般会計）
令和２年度末残高 417億9,538万円
令和３年度借入額 39億7,970万円
令和３年度末残高 416億8,133万円

公債費には償還利息が含まれます
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Q�

Ａ
Ｉ
活
用
後
の
成
果
と
実
施

方
法
は
。

A�

通
知
し
て
す
ぐ
効
果
が
出
る

も
の
で
は
な
く
、
数
年
経
過

し
て
効
果
が
得
ら
れ
る
。
ま

た
受
診
状
況
、
年
齢
な
ど
を

Ａ
Ｉ
で
読
み
取
り
、
そ
れ
ぞ

れ
興
味
を
示
す
よ
う
な
内
容

を
変
え
た
通
知
を
出
し
て
い

る
。

Q�

要
支
援
者
と
要
介
護
者
の
各

人
数
と
、
現
状
に
対
す
る
見

解
は
。

A�

令
和
４
年
３
月
末
で
、
要
支

援
１
が
３
２
４
人
、
要
支
援

２
が
４
６
６
人
。
要
介
護
者

が
３
５
７
９
人
で
、
全
国
や

県
と
比
較
し
て
要
支
援
者
が

少
な
く
、
支
援
は
で
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

事
業
概
要

　
放
課
後
の
児
童
の
健
全
育
成
を

図
る
た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
実
施
す
る
。

事
業
概
要

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の

経
費
。

事
業
概
要

　
地
域
と
の
連
絡
調
整
、
地
域
課

事
業
概
要

　
こ
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
相
談

や
心
理
検
査
、
言
葉
の
相
談
を
通

し
て
、
そ
の
後
継
続
的
に
支
援
を

実
施
す
る
。

提
言
に
至
っ
た
理
由

　
最
近
は
検
査
を
待
つ
子
ど
も
の

人
数
が
増
加
し
、
検
査
を
受
け
る

ま
で
に
半
年
ほ
ど
の
時
間
を
要
す

る
。
現
在
の
相
談
受
付
の
体
制
は
、

所
属
す
る
言
語
聴
覚
士
な
ど
資
格

取
得
者
が
行
っ
て
い
る
が
、
係
全

体
の
業
務
を
職
員
全
体
で
遂
行
し

て
い
る
た
め
、
現
状
専
門
分
野
の

業
務
に
注
力
で
き
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
資
格
を
持
っ
た
正
規
職
員

の
増
員
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

事
業
概
要

　
学
校
給
食
の
提
供
、
地
産
地
消

の
推
進
、
食
育
の
推
進
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

令
和
３
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

子どもたちの未来に向けて充実した支援を

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
向
け
て
支
援
充
実
を

厚
生
教
育
常
任

員
委

会
・
分
科
会

常 任 委 員 会 お よ び
予算・決算特別委員会報告

重
要
案
件

最
重
要
案
件

●
特
定
健
診
未
受
診
者
受
診
勧
奨

事
業

●
介
護
保
険
事
業

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業

●
公
民
館
・
公
民
館
類
似
施
設
管

理
運
営
事
業

●
こ
ど
も
発
達
相
談
事
業

●
学
校
給
食
運
営
事
業

高
齢
者
の
た
め
の
島
田
市

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度

の
実
施
を
求
め
る
請
願

題
の
共
有
と
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
、協
働
事
業
の
展
開
な
ど
、地

域
と
行
政
の
交
流
拠
点
を
管
理
・

運
営
す
る
た
め
の
経
費
。

「
反
対
意
見
」

　
市
の
財
源
で
は
な
く
、
国
に
意

見
書
を
提
出
し
、
国
の
予
算
で
対

応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
予
算

は
市
民
に
と
っ
て
等
し
く
使
う
べ

き
で
、
本
来
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
く
の
で
は
な
い
か
。

「
賛
成
意
見
」

　
す
で
に
近
隣
の
市
で
は
、
補
聴

器
補
助
は
広
が
っ
て
い
る
。
認
知

症
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
。
本

来
は
国
の
施
策
と
し
て
や
る
べ
き

だ
が
、
高
齢
化
に
追
い
付
か
な
い
。

ま
ず
は
市
独
自
で
進
め
る
こ
と
に

賛
成
す
る
。

　
挙
手
採
決
の
結
果
、
採
決
す
る

も
の
に
決
し
た
。

常
任
委
員
会
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Q�

水
道
会
計
は
黒
字
だ
が
、
水

道
管
の
耐
用
年
数
や
設
備
の

老
朽
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

A�

老
朽
化
率
は
35・７
％
。耐
用

年
数
を
超
え
た
施
設
は
35
・

７
％
で
、
県
平
均
の
22
・
９

％
よ
り
少
し
高
い
。

Q�

設
備
更
新
を
早
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

A�

予
算
の
範
囲
内
で
行
っ
て
い

る
。
40
年
先
ま
で
の
更
新
計

画
を
立
て
て
い
る
が
、
物
価

高
騰
の
影
響
で
工
事
費
が
膨

ら
ん
で
い
る
た
め
遅
れ
て
い

る
。

Q�

水
道
料
金
を
値
上
げ
し
て
で

も
老
朽
化
対
策
、
施
設
更
新

の
ス
ピ
ー
ド
を
早
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

A�
起
債
残
高
が
非
常
に
増
え
て

お
り
、
厳
し
い
状
況
だ
。
料

金
改
定
に
理
解
を
求
め
て
い

事
業
概
要

　
市
内
の
中
小
企
業
に
デ
ジ
タ
ル

化
や
広
告
費
、
知
的
財
産
権
取
得

な
ど
の
経
費
を
補
助
す
る
。

事
業
概
要

　
川
越
し
街
道
の
歴
史
的
価
値
の

継
承
や
史
跡
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観

整
備
と
魅
力
を
高
め
る
事
業
。

事
業
概
要

　

道
路
の
舗
装
や
側
溝
の
修
繕
、

危
険
箇
所
の
修
繕
を
行
い
、安
全・

円
滑
な
交
通
環
境
の
維
持
を
図
る
。

事
業
概
要

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

も
が
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き

事
業
概
要

　

市
内
全
域
を
６
地
区
に
分
け
、

実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
策
定
し
た
。

提
言
に
至
っ
た
理
由

　
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
農

業
者
の
減
少
や
荒
廃
農
地
の
拡
大

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
の

集
約
化
な
ど
の
取
り
組
み
が
、
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
令
和

３
年
度
、
市
は
地
域
農
業
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
た
。
令
和
５・

６
年
度
は
、
地
域
の
農
地
利
用
の

姿
を
明
確
化
す
る
「
地
域
計
画
」、

ま
た
農
地
一
筆
ご
と
に
将
来
の
利

用
者
を
特
定
し
た
「
目
標
地
図
」

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

同
計
画
の
推
進
を
図
る
た
め
。

る
都
市
公
園
の
整
備
を
推
進
す
る

た
め
、
公
園
施
設
の
改
築
・
更
新

を
実
施
し
、
適
切
で
計
画
的
な
維

持
管
理
を
行
う
。

令
和
３
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

老朽化が進む稲荷浄水場

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
具
体
化
で
未
来
の
農
業
を

経
済
建
設
常
任

員
委

会
・
分
科
会

重
要
案
件

●
令
和
３
年
度
島
田
市
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ー
ズ
参
入
支
援
補

助
金

●
川
越
し
街
道
賑
わ
い
創
出
事
業

●
道
路
維
持
修
繕
事
業

●
公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
支
援

事
業

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
事
業

常
任
委
員
会

Q�

島
田
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

前
の
伊
久
美
元
島
田
線
に
は

一
部
に
所
有
者
不
明
の
土
地

が
あ
る
と
い
う
が
ど
う
か
。

A�

当
該
道
路
の
付
近
で
は
あ
る

が
範
囲
外
で
あ
る
。

き
た
い
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

最
重
要
案
件
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違
い
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

元
請
け
会
社
が
一
旦
請
け
ざ

る
を
得
な
い
状
態
だ
と
理
解

す
る
。
契
約
が
頓
挫
す
る
訳

で
は
な
い
。
今
の
職
員
の
雇

用
は
契
約
額
で
賄
う
べ
き
だ
。

検
討
課
題
を
明
確
に
し
、
基

本
部
分
を
変
え
る
べ
き
で
は

な
い
。

A�

全
体
の
事
業
費
の
中
で
賄
う

つ
も
り
で
い
る
が
、
15
年
の

長
期
契
約
の
中
で
不
測
の
事

態
は
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

補
正
対
応
が
必
要
な
場
合
は

説
明
を
尽
く
し
議
会
に
理
解

を
求
め
る
つ
も
り
だ
。

事
業
概
要

　
静
岡
県
と
合
同
で
策
定
し
た
旧

金
中
跡
地
の
活
用
に
向
け
た
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の
賑
わ
い

を
創
出
す
る
め
の
事
業
者
を
誘
致

す
る
。

事
業
概
要

　
市
の
施
策
へ
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
導
入
推
進
や
デ
ジ
タ

ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

た
め
の
経
費
。

事
業
概
要

　
子
育
て
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
基
盤
部
分
の
構
築
と
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
を
行
う
。

令
和
３
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

残された最終処分場の水処理施設

廃
止
さ
れ
た
最
終
処
分
場
の
施
設
解
体
や
跡
地
利
活
用
を

重
要
案
件

●
空
港
周
辺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業

●
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施

策
推
進
事
業

●
子
育
て
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
等
構
築
事
業

総
務
生
活
常
任

員
委

会
・
分
科
会

Q�

公
民
館
事
業
に
つ
い
て
、
市

と
委
託
業
者
と
の
間
で
認
識

が
相
違
し
た
ま
ま
進
捗
さ
れ

た
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。

A�

認
識
の
ず
れ
は
確
か
に
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
今
、
こ

の
こ
と
を
修
正
し
て
い
る
。

Q�

現
在「
み
ん
く
る
」で
働
い
て

い
る
方
々
を
雇
用
す
る
と
い

う
話
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
費

用
は
ど
う
す
る
か
。

A�

23
億
円
の
契
約
額
の
中
か
ら
、

今
と
同
等
程
度
の
も
の
を
捻

出
す
る
た
め
の
予
算
の
組
み

替
え
を
し
て
い
る
。
今
の
職

員
は
、
公
民
館
利
用
者
と
の

信
頼
関
係
が
で
き
て
い
る
た

め
、
継
続
し
て
も
ら
う
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

Q�

一
般
的
な
指
定
管
理
制
度
と

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
違
い
は
建
設

費
ま
で
を
請
け
負
い
、
長
期

の
契
約
期
間
で
あ
る
こ
と
だ
。

委
託
事
業
の
一
部
に
認
識
の

常
任
委
員
会

●
旧
金
谷
庁
舎
跡
地
利
活
用
事
業

（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
）

事
業
概
要

　
１
万
円
以
上
の
ふ
る
さ
と
寄
附

金
を
寄
附
し
た
市
外
在
住
者
を
対

象
に
、
礼
状
と
島
田
市
の
特
産
品

な
ど
の
返
礼
品
を
送
付
す
る
。

事
業
概
要

　
市
内
お
よ
び
川
根
本
町
か
ら
受

託
し
て
い
る
燃
え
る
ご
み
の
処
理

に
つ
い
て
、
燃
料
費
な
ど
の
管
理

運
営
費
。

●
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業

●
田
代
環
境
プ
ラ
ザ
運
営
費

事
業
概
要

　
平
成
28
年
度
で
約
30
年
間
の
埋

め
立
て
が
終
了
し
、
今
年
２
月
に

地
権
者
へ
返
却
さ
れ
た
処
分
場
管

理
に
関
す
る
経
費
。

提
言
に
至
っ
た
理
由

　
地
権
者
に
返
却
さ
れ
た
処
理
場

に
あ
る
水
処
理
施
設
の
解
体
お
よ

び
跡
地
の
利
活
用
と
、
今
後
の
市

内
最
終
処
分
場
の
適
地
に
つ
い
て
、

再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

た
た
め
。

●
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
管
理
費

最
重
要
案
件
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島
田
市
議
会
で
は
、
平
成
30
年
９
月
28
日
に
議
案
の
審

査
方
法
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
先
進
市
の

事
例
を
参
考
に
、
政
策
提
言
が
行
え
る
予
算
・
決
算
審
査

を
目
指
し
、
予
算
・
決
算
審
査
の
体
制
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

今
年
で
４
年
目
と
な
る
予
算・決
算
特
別
委
員
会
は
、議

長
を
除
く
19
人
の
委
員
で
構
成
し
、
常
任
委
員
会
同
様
の

事
業
分
野
別
に
３
分
科
会
を
設
け
、
６
月
議
会
で
設
置
し

ま
し
た
。

厚
生
教
育
、
経
済
建
設
、
総
務
生
活
の
各
分
科
会
で
は
、

７
月
中
旬
に
入
手
し
た
市
の
主
要
１
０
８
事
業
か
ら
重
要

事
業
の
絞
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
詳
細
な
事
業
内
容
の
審
査
を
行
い
、
こ
ど
も

発
達
相
談
事
業
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
事
業
、
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
管
理
費
の
３
項
目
を
提
言
と
し
て
取
り

ま
と
め
、
予
算
・
決
算
で
賛
否
の
分
か
れ
た
旧
金
谷
庁
舎

跡
地
利
活
用
事
業
に
つ
い
て
の
意
見
書
と
と
も
に
、
９
月

定
例
議
会
終
了
後
に
議
長
か
ら
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

各
事
業
の
提
言
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

に
よ
る
、提
言
書
提
出

「
こ
ど
も
発
達
相
談
事
業
」

　
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
よ
り
一
層
充
実
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、
言
語
聴
覚

士
な
ど
の
資
格
を
持
っ
た
正
規
職
員
の
増
員
を
含
む
体
制
の
強
化
お
よ
び
財

政
面
で
の
拡
充
に
努
め
ら
れ
た
い
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
事
業
」

　
令
和
３
年
度
、
地
域
農
業
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

を
実
質
化
。
令
和
５
・
６
年
度
に
お
い
て
は
、
地
域
計
画
な
ど
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
業
務
に
対
応
す
る
職
員
の
適
正
な
配
置
を
求

め
る
。
農
地
基
盤
整
備
の
推
進
や
担
い
手
に
よ
る
施
設
整
備
な
ど
の
提
案
が

あ
っ
た
場
合
は
、
プ
ラ
ン
の
強
力
な
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

「
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
管
理
費
」

　
市
有
地
と
な
っ
た
敷
地
内
に
残
さ
れ
た
水
処
理
施
設
の
解
体
と
跡
地
利
活
用

を
、
早
期
に
示
す
こ
と
を
検
討
し
、
市
内
に
最
終
処
分
場
の
適
地
の
有
無
の

調
査
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

※
提
言
の
予
算
へ
の
反
映
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２
月
定
例
議
会
で

示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
旧
金
谷
庁
舎
跡
地
利
活
用
事
業
」

　
施
設
の
整
備
か
ら
維
持
管
理
・
運
営
ま
で

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
り
実
施
し
た
も
の
だ
が
、

受
託
業
者
と
の
認
識
の
相
違
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
委
託
業
者
と
の
連

携
を
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。
金
谷

公
民
館
の
今
後
の
運
営
方
針
、
人
事
な
ど

に
つ
い
て
、
利
用
団
体
な
ど
の
市
民
に
不

安
を
与
え
な
い
よ
う
丁
寧
な
説
明
に
努
め

ら
れ
た
い
。
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消費生活センターで配布している冊子

Q 

ス
マ
ホ
の
使
用
に
関
し
て
は
、
習
慣

化
す
る
前
の
使
い
方
が
大
切
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
一
層
の
倫
理
感
や
道
徳
心

が
求
め
ら
れ
る
。
小
・
中
学
校
に
お

い
て
ス
マ
ホ
の
使
用
に
関
す
る
意
識

啓
発
な
ど
の
講
座
は
行
っ
て
い
る
か
。

A�

道
徳
や
各
教
科
の
学
習
で
成
長
に
応

じ
た
情
報
モ
ラ
ル
の
学
習
や
デ
ジ
タ

ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
身
に
付
け

る
学
習
を
し
て
い
る
。

Q 

保
護
者
に
対
し
て
意
識
啓
発
を
行
っ

て
い
る
か
。

A�

初
め
て
０
歳
児
を
持
つ
親
の
講
座
に

お
い
て
、
ス
マ
ホ
の
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q 

消
費
生
活
相
談
の
あ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

に
年
代
別
の
傾
向
は
あ
る
か
。
ま
た

ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
か
。

A�

10
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
に

よ
る
課
金
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、20
代・

30
代
は
副
業
サ
イ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
、
40
代
以
上
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
の
定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
が
多

い
傾
向
で
あ
る
。

Q 

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
一

層
若
い
方
へ
の
啓
発
が
必
要
と
な
る
。

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

A�

出
前
講
座
で
契
約
の
基
礎
知
識
や
ト

ラ
ブ
ル
の
事
例
、
困
っ
た
と
き
の
相

談
窓
口
を
伝
え
て
い
る
。
今
後
も
若

年
層
へ
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

Q 

ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
の
課
題
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

A�

中
学
生
を
対
象
に
10
カ
月
間
実
施
し

て
い
る
が
、
小
学
生
な
ど
に
広
げ
る

こ
と
も
検
討
中
で
あ
る
。

横
よこ

山
やま

香
かお

理
り

 議員

A
Q
&

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
９
月
定
例
会
で
は
、

18
人
の
議
員
が
個
人
質
問
を
実
施
し

ま
し
た
。
15
人
の
議
員
が
一
問
一
答

方
式
（
議
員
が
一
つ
の
質
問
を
、市
長

等
も
一
つ
ず
つ
答
弁
す
る
方
式
）、
３

人
の
議
員
が
包
括
方
式
（
議
員
が
ま

と
め
て
３
回
ま
で
質
問
を
行
い
、
市

長
等
も
ま
と
め
て
答
弁
す
る
方
式
）

を
選
択
し
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
18
人
の
個
人
質
問
の

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す

か
？
な
お
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

一問一答

未
然
に
防
ご
う
！

身
近
な
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

この二次元コード
からどうぞ！
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放課後児童クラブの楽しい日常の様子

Q 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
希
望
者
に

対
す
る
、
定
員
確
保
の
現
状
は
。

A�

令
和
４
年
度
の
申
込
者
１
１
４
２
人

に
対
し
、
定
員
数
は
１
０
７
９
人
。

Q 

待
機
児
童
解
決
策
と
し
て
、
申
込
基

準
や
審
査
基
準
を
見
直
す
考
え
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

A�

放
課
後
の
時
間
に
保
護
者
の
仕
事
が

終
わ
っ
て
い
る
方
は
、
優
先
順
位
を

下
げ
る
な
ど
、
基
準
の
再
考
を
検
討

中
で
あ
る
。

Q 

公
設
民
営
ク
ラ
ブ
運
営
の
、
民
間
事

業
者
へ
の
包
括
委
託
の
評
価
は
。

A�

包
括
委
託
に
よ
り
、
安
定
し
た
支
援

員
確
保
が
可
能
と
な
っ
た
。

Q 

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

A�

令
和
３
年
度
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
「
大
変
満
足
」
と
「
満
足
」
を
足

し
た
回
答
は
82
・
１
％
で
あ
る
。

Q 
長
期
休
み
に
お
け
る
早
い
時
間
の
受

け
入
れ
を
望
む
声
が
増
え
て
い
る
。

前
倒
し
は
ど
う
か
。

A�

保
護
者
の
始
業
時
間
を
考
え
る
と
朝

８
時
の
受
け
入
れ
は
厳
し
い
と
考
え

る
。
次
回
、
再
契
約
の
際
に
見
直
す

べ
き
事
項
と
考
え
て
い
る
。

Q 

保
護
者
か
ら
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
望
む

声
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
希
望

を
書
い
て
い
る
が
、
市
の
対
応
は
情

報
公
開
さ
れ
ず
実
現
も
し
て
い
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
公
表
し
、
市
の

対
応
も
示
し
て
ほ
し
い
。

A�

昼
食
の
ニ
ー
ズ
は
把
握
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
広
く
公
表
で

き
る
よ
う
事
業
者
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

日本の食料は日本の大地から！（初倉）

藤
ふじ

本
もと

善
よし

男
お

 議員

四
よ

ツ
つ

谷
や

恵
めぐみ

 議員

Q 

Ｉ
Ｔ
機
器
の
活
用
が
で
き
て
い
な
い

市
民
に
対
す
る
格
差
解
消
の
手
段
は
。

A�

対
象
は
約
２
割
、
そ
の
大
半
は
60
歳

以
上
。
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
、
相
談
窓
口
の

設
置
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

Q 

国
は
、
昨
年
、
個
人
情
報
保
護
法
を

改
正
し
た
。
市
民
の
個
人
情
報
を
守

る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
。

A�

今
後
、
国
の
個
人
情
報
保
護
法
が
一

律
に
適
用
さ
れ
る
た
め
、
現
在
の
市

条
例
は
廃
止
さ
れ
る
。
市
民
が
不
安

を
抱
い
て
い
る
情
報
漏
え
い
の
防
止

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

Q 

Ｄ
Ｘ
に
伴
う
業
務
の
合
理
化
に
よ
り

業
務
委
託
化
が
促
進
さ
れ
る
と
危
惧

す
る
が
、
ど
う
か
。

A�

Ｄ
Ｘ
が
目
指
す
の
は
、
単
な
る
業
務

の
合
理
化
で
は
な
い
た
め
、
業
務
委

託
化
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

和
３
年
度
に
見
直
し
を
行
い
、
今
年

公
表
し
た
。

Q 

島
田
市
の
農
作
物
の
最
新
の
生
産

高
・
量
は
把
握
し
て
い
る
か
。

A�

品
目
、
販
売
先
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
把
握
し
て
い
な
い
。

Q 
市
と
し
て
有
機
農
業
を
推
進
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

A�
関
係
者
と
連
携
し
、
拡
大
に
取
り
組

む
予
定
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
農
業
振
興
を

Q 

農
業
振
興
に
対
す
る
見
通
し
は
。

A�「
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に

関
す
る
基
本
的
な
構
想
」が
あ
る
。令

一問一答

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

個
人
情
報
保
護
は
安
全
か

一問一答

保
護
者
の
声
を

ク
ラ
ブ
運
営
に
生
か
せ
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子ども向けメニューも充実している食事

工事が進む金谷公民館付近

Q 

配
付
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
ス
ト
レ
ー

ジ
が
32
ギ
ガ
し
か
な
い
。
ス
ペ
ッ
ク

は
足
り
て
い
る
の
か
。

A�

通
信
環
境
に
対
す
る
不
具
合
の
声
は

あ
る
が
、
ス
ペ
ッ
ク
に
対
す
る
不
具

合
の
声
は
な
い
。

Q 

オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
作
業
で
文
章
作
成

が
で
き
な
い
。
メ
モ
機
能
す
ら
な
い
。

A�

確
認
す
る
。

Q 

宿
題
の
提
出
で
活
用
で
き
る
か
。

A�

要
望
が
あ
れ
ば
許
可
を
す
る
。

Q 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
能
力
と
人
数
は
足

り
て
い
る
か
。

A�

専
門
的
な
知
識
を
有
し
て
お
り
、
人

数
的
に
も
支
障
は
な
い
。

森
もり

　伸
しん

一
いち

 議員

Q 

総
合
計
画
に
は
、
将
来
を
見
据
え
た

公
共
施
設
の
在
り
方
は
市
民
と
行
政

と
の
対
話
で
進
め
る
と
書
か
れ
て
い

る
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

A�

今
年
度
は
、
現
在
、
整
備
を
進
め
て

い
る
金
谷
地
区
生
活
交
流
拠
点
施
設

の
運
営
内
容
を
地
区
の
関
係
団
体
の

役
員
と
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

Q 

金
谷
公
民
館
を
巡
る
関
係
団
体
と
の

対
話
の
進
め
方
は
、
再
検
討
を
要
す

る
の
で
は
な
い
か
。

A�

利
用
者
、
公
民
館
の
関
係
者
の
方
に

不
安
を
与
え
た
の
は
事
実
な
の
で
、

事
業
者
と
も
対
話
を
進
め
て
調
整
を

し
直
し
た
。
今
後
は
、
皆
さ
ん
と
対

話
を
し
な
が
ら
、
全
力
で
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q 

混
乱
を
生
じ
た
の
は
資
産
活
用
課
と

社
会
教
育
課
の
情
報
の
共
有
や
連
携

不
足
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思
う
が

い
か
が
か
。

A�

細
か
な
意
思
確
認
が
欠
け
て
い
た
こ

と
は
事
実
な
の
で
、
今
後
、
調
整
し

て
い
き
た
い
。

Q 

教
育
関
係
の
指
定
管
理
は
難
し
い
。

包
括
業
務
委
託
で
も
学
校
支
援
員
に

つ
い
て
は
議
会
の
総
意
で
変
更
を
要

請
し
た
。
こ
の
時
の
教
訓
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
と
思
う
が
、
見
解
は
い

か
が
か
。

A�

令
和
２
年
の
包
括
業
務
委
託
に
つ
い

て
の
指
摘
を
生
か
し
て
い
く
方
針
で

あ
っ
た
が
、
一
部
、
そ
こ
に
考
え
が

至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
反
省
し
て
い

る
。

横
よこ

田
た

川
がわ

真
まさ

人
と

 議員

A�

現
在
の
指
定
管
理
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
企
業
努
力
を
さ
れ
て
、
稼

働
率
を
上
げ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

Q 

他
の
指
定
管
理
は
、
場
所
が
一
緒
と

い
う
理
由
で
数
カ
所
を
一
つ
に
ま
と

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
川
根
温
泉
ホ

テ
ル
と
川
根
温
泉
は
ど
う
か
。

A�
指
定
管
理
の
一
体
管
理
を
検
討
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

川
根
温
泉
ホ
テ
ル
の
評
価
は

Q 

目
玉
と
な
る
朝
食
の
特
徴
は
。

A�

味
噌
・
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
落
花

生
の
煮
物
・
島
田
汁
・
朝
ラ
ー
な
ど
、

地
元
の
特
色
が
あ
る
も
の
を
提
供
し

て
い
る
。

Q 

時
之
栖
か
ら
大
井
川
鐵
道
に
指
定
管

理
者
が
変
わ
っ
て
３
年
が
経
過
し
た

が
、
評
価
は
ど
う
か
。

一問一答

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

運
用
は
ど
う
か

一問一答

金
谷
公
民
館
の
指
定
管
理
は

中
止
を
！
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国民健康保険税の納付相談窓口

Q 

今
年
度
は
、
国
保
税
の
所
得
割
額
が

６
．
２
％
か
ら
６
．
６
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
滞
納
世
帯
の
状
況
は
。

A�

８
月
末
に
お
け
る
滞
納
世
帯
は
３
１

８
世
帯
で
、
全
体
の
２
．
６
％
だ
。

Q 

所
得
段
階
別
の
滞
納
状
況
は
。

A�

所
得
３
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
が
、

約
80
％
を
占
め
て
い
る
。

Q 

滞
納
者
に
と
っ
て
制
裁
的
な
資
格
証

明
書
（
10
割
負
担
で
医
療
機
関
に
か

か
り
後
に
払
い
戻
し
）
の
発
行
は
。

A�

資
格
証
明
書
の
発
行
は
し
て
い
な
い
。

滞
納
世
帯
へ
の
納
付
相
談
、
電
話
や

文
書
な
ど
に
よ
る
催
告
、
財
産
調
査

な
ど
を
行
い
滞
納
解
消
に
努
め
、
納

め
る
資
力
の
な
い
方
に
は
、
執
行
停

止
で
対
応
し
て
い
る
。

Q 

こ
の
間
、
保
険
事
業
基
金
が
約
７
億

円
貯
ま
っ
て
い
る
。
基
金
の
活
用
で

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
す
べ
き
。

A�
今
後
、
加
入
者
数
の
減
少
で
国
保
の

財
政
運
営
は
厳
し
く
な
る
予
想
だ
。

国
保
税
の
負
担
増
を
想
定
し
、
基
金

を
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
。

Q 

指
定
管
理
者
が
想
定
し
て
い
る
金
谷

公
民
館
の
指
定
管
理
料
は
幾
ら
か
。

A�

指
定
管
理
料
は
、
15
年
間
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
費
約
23
億
円
に
含
ま
れ
て
お
り
、

試
算
で
は
、
本
事
業
に
関
係
す
る
施

設
全
体
の
運
営
費
と
し
て
年
間
約
３

０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

Q 

公
募
に
際
し
、
公
表
し
た
要
求
水
準

書
に
、
具
体
的
な
公
民
館
事
業
に
関

し
て
の
要
求
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A�

事
業
者
の
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
提

案
が
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
具

体
的
な
運
営
業
務
の
詳
細
を
示
す
こ

と
を
控
え
た
。
結
果
、
提
案
事
業
者

に
市
の
意
図
が
十
分
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
。
よ
り
慎
重
な
対
応
が
必
要

で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

Q 

公
民
館
担
当
の
事
業
者
が
変
更
と

な
っ
た
が
、
い
ま
だ
に
自
主
運
営
事

業
の
具
体
的
な
提
案
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。
新
た
な
引
継
者
は
公
民
館
運

営
の
実
績
お
よ
び
技
能
は
あ
る
の
か
。

A�

直
接
的
な
公
民
館
運
営
の
実
績
は
な

い
が
、
事
業
者
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

期
待
し
て
い
る
。

山の家のさらなる地域貢献と活性化を期待する

桜
さくら

井
い

洋
よう

子
こ

 議員

大
おお

村
むら

泰
やす

史
じ

 議員

包括

金
谷
公
民
館
は

地
域
住
民
の
集
い
の
場
！

指
定
管
理
継
続
で
不
手
際
は

こ
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を

Q 

山
の
家
の
地
元
説
明
で
、
民
間
へ
の

移
行
提
示
が
さ
れ
た
が
、
１
カ
月
足

ら
ず
で
指
定
管
理
対
応
に
戻
さ
れ
た
。

地
元
に
混
乱
を
招
い
た
こ
と
に
対
し

て
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

A�
説
明
が
二
転
三
転
し
た
こ
と
で
、
地

元
の
皆
様
に
ご
心
配
や
ご
不
安
を
お

掛
け
し
た
。

Q 

県
内
で
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
完

全
無
料
化
が
進
ん
で
い
る
。
入
院
な

ど
の
食
事
療
養
費
や
通
院
時
の
１
回

５
０
０
円
の
自
己
負
担
を
な
く
し
て
、

子
育
て
を
応
援
す
べ
き
で
は
。

A�

無
料
化
の
た
め
に
は
、
食
事
療
養
費

約
３
０
０
万
円
、
通
院
に
は
約
６
７

０
０
万
円
の
市
費
が
必
要
だ
。国・県

へ
補
助
率
の
ア
ッ
プ
を
要
望
し
、
市

と
し
て
も
検
討
し
て
い
く
。

一問一答

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
を
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緊急車両も通行困難な地域の奥に市道？！

詳細は二次元コードからご確認ください 提
さげ

坂
さか

大
だい

介
すけ

 議員

Q 

大
井
川
の
水
問
題
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
が

配
布
し
た
「
大
井
川
の
水
を
守
る
た

め
に
」
と
い
う
冊
子
を
ど
の
よ
う
に

評
価
す
る
か
。

A�

大
井
川
流
域
の
住
民
や
事
業
者
の
意

見
な
ど
を
広
く
聞
く
取
り
組
み
は
評

価
し
た
い
。

Q 

す
ぐ
や
る
課
以
外
で
対
応
す
る
自
治

会
要
望
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

A�

農
道
、用
水
、県
道
の
維
持
補
修
、信

号
機
の
設
置
な
ど
が
あ
る
。

Q 

停
止
線
の
再
塗
装
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
か
。

A�

停
止
線
に
つ
い
て
は
警
察
、
公
安
委

員
会
が
所
管
の
案
件
で
、
通
常
２
カ

月
程
度
時
間
が
か
か
る
。
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
は
市
が
設
置
し
て
お
り
、
現
場

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
実

施
し
て
い
る
。

Q 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
健
康
被
害
者
救
済
制
度
申
請

者
は
い
る
か
。

A�

国
に
２
件
申
請
し
審
査
中
。
症
状
に

つ
い
て
は
審
査
中
の
た
め
言
え
な
い
。

Q 

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
中
長
期
的
副
反

応
に
悩
む
方
の
相
談
場
所
は
市
民
に

知
ら
せ
て
い
る
か
。

A�

接
種
を
行
っ
た
医
療
機
関
を
案
内
し

て
い
る
。
ま
た
県
が
設
置
し
た
副
反

応
相
談
窓
口
を
案
内
し
て
い
る
。

Q 
薬
害
も
考
え
ら
れ
る
の
で
予
防
接
種

台
帳
は
予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
た

５
年
で
は
な
く
長
期
保
管
で
き
る
か
。

A�

接
種
か
ら
５
年
経
過
し
て
も
廃
棄
せ

ず
長
期
に
保
存
管
理
す
る
。

平
ひら

松
まつ

吉
よし

祝
のり

 議員

Q 

議
決
前
に
土
地
所
有
者
移
転
登
記
が

完
了
し
た
こ
と
は
地
方
自
治
法
第
96

条
第
１
項
第
９
号
に
抵
触
す
る
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

A�

道
悦
四
丁
目
16
号
線
の
市
道
認
定
議

決
日
は
令
和
３
年
12
月
21
日
、
所
有

権
移
転
登
記
日
は
令
和
３
年
10
月
7

日
で
あ
る
。
当
該
市
道
認
定
に
関
連

し
た
寄
付
は
負
担
付
き
寄
付
に
該
当

し
な
い
。

Q 

寄
付
以
後
の
市
道
の
維
持
管
理
費
な

ど
は
市
民
の
税
金
の
負
担
で
あ
り
理

解
さ
れ
に
く
い
。
見
解
を
伺
う
。

A�

公
共
の
た
め
の
負
担
で
あ
り
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

こ
の
道
悦
４
丁
目
16
号
線
は
危
険
な

道
路
で
あ
る
。
今
後
の
安
全
策
は
。

A�

安
全
対
策
を
図
面
で
確
認
し
て
い
る
。

Q 

市
道
認
定
へ
の
地
元
説
明
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
。
最
も
大
切
な
こ
と
は

住
民
へ
の
周
知
徹
底
、
説
明
責
任
の

遂
行
で
あ
る
。
今
後
は
ど
う
か
。

A�

地
元
に
対
し
て
丁
寧
に
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

Q 

寄
付
を
受
け
て
か
ら
市
道
認
定
の
議

決
を
行
う
の
で
は
な
く
、
議
決
以
降

に
所
有
権
移
転
登
記
を
行
う
こ
と
と

改
め
る
考
え
は
な
い
か
。

A�

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

幅
員
１
・
５
メ
ー
ト
ル
未
満
の
市
道

の
今
後
の
扱
い
は
ど
う
な
る
か
。

A�

市
道
認
定
を
廃
止
し
て
い
く
。

Q 

幅
員
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
現
市
道
の

認
定
・
廃
止
に
つ
い
て
の
展
望
は
。

A�

市
道
認
定
は
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
を
基

本
と
し
て
い
く
。

一問一答

行
政
は
市
民
の
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

一問一答

安
全
で
公
平
な
道
路
提
供
は

行
政
の
責
務
！
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市民に寄り添った市政に期待

データに基づいた計画の質案を！

Q 

予
算
編
成
方
針
の
基
本
は
。

A�

社
会
経
済
情
勢
や
本
市
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
た
上
で
の
編
成
、
予
算
要

求
に
留
意
す
る
。

Q 

予
算
編
成
当
初
に
そ
の
事
業
の
成
果

目
標
は
示
さ
れ
る
の
か
。

A�

実
施
計
画
に
登
載
す
る
事
業
の
成
果

目
標
は
、
予
算
要
求
の
始
ま
る
９
月

末
を
め
ど
に
、評
価
指
標
と
し
て
、過

去
の
実
績
や
実
施
計
画
中
に
お
け
る

目
標
値
を
公
表
し
て
い
る
。

Q 

評
価
指
標
と
し
て
の
目
標
値
は
誰
が

編
成
し
、
そ
の
妥
当
性
は
ど
の
よ
う

に
判
断
さ
れ
る
か
。

A�

実
施
計
画
要
求
時
に
、
各
担
当
課
に

お
い
て
設
定
し
、
事
業
目
的
や
事
業

な
ど
を
確
認
し
て
判
断
し
て
い
る
。

Q 

後
期
基
本
計
画
策
定
時
に
、
観
光
客

数
の
増
加
が
ど
の
よ
う
な
産
業
に
波

及
し
て
い
く
か
把
握
で
き
る
産
業
連

関
表
を
作
成
し
、
観
光
客
３
０
０
万

人
で
63
億
円
の
経
済
効
果
が
推
計
さ

れ
る
と
示
さ
れ
た
。
今
後
、
産
業
連

関
表
は
作
成
す
る
か
。

A�

一
部
事
業
の
た
め
の
成
果
で
あ
り
、

作
成
は
し
な
い
。

Q 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
利
用
し
て

実
施
し
た
事
業
の
実
施
状
況
や
そ
の

効
果
は
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
か
。

A�

令
和
２
年
度
分
は
既
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
お
り
、
令
和
３

年
度
分
は
10
月
末
ま
で
に
公
表
予
定
。

Q 

今
後
の
予
算
編
成
で
の
重
点
は
。

A�

根
拠
に
基
づ
き
、
中
期
的
効
果
を
数

値
に
示
す
こ
と
で
あ
る
。

Q 

水
と
自
然
を
真
に
守
ろ
う
と
し
て
い

る
知
事
が
リ
ニ
ア
工
事
の
際
、
大
井

川
源
流
か
ら
流
れ
出
た
水
を
田
代
ダ

ム
か
ら
戻
す
こ
と
は
全
量
戻
し
に
な

ら
な
い
と
し
て
い
る
最
中
（
工
事
さ

せ
な
い
）、市
長
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
が

行
わ
れ
て
も
「
水
が
戻
れ
ば
皆
が
喜

ぶ
だ
ろ
う
」
と
発
言
。
工
事
で
自
然

が
壊
さ
れ
て
一
体
誰
が
喜
ぶ
の
か
。

A�

水
が
戻
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。

Q 

気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
地
元
出

身
の
藤
枝
市
長
に
流
域
代
表
を
交
代

し
て
は
ど
う
か
。

A�

代
表
と
い
う
立
場
は
な
い
。
環
境
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q 

浜
岡
原
発
へ
の
考
え
方
は
変
わ
っ
て

い
な
い
か
。

A�

避
難
先
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
再
稼

働
は
容
認
で
き
な
い
。

Q 

外
国
人
に
よ
る
不
動
産
の
買
い
占
め

に
対
抗
す
る
法
律
が
な
い
。
条
例
で

抑
止
が
必
要
で
は
。

A�

国
の
法
整
備
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
。

Q 

各
自
治
会
で
は
年
間
５
件
の
新
規
要

望
が
で
き
る
が
世
帯
数
も
面
積
も
違

う
。
平
等
性
は
保
て
る
の
か
。

A�

平
等
性
に
欠
け
て
い
る
認
識
は
な
い
。

Q 

家
庭
ご
み
の
有
料
化
を
検
討
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
袋
井
市
で
は
給
食
残

渣さ

50
ト
ン
を
農
家
に
提
供
し
肥
料
化

に
成
功
し
て
い
る
。
市
民
に
負
担
を

強
い
る
前
に
、
研
究
が
必
要
で
は
。

A�
ま
ず
は
、
市
民
に
ご
み
減
量
の
意
識

の
向
上
と
行
動
変
容
を
促
す
。

Q 

統
一
教
会
の
選
挙
協
力
は
あ
っ
た
か
。

A�

な
い
。

清
し

水
みず

唯
ただ

史
し

 議員

青
あお

山
やま

真
まさ

虎
とら

 議員

一問一答

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
元
で

暮
ら
し
た
い

一問一答

予
算
編
成
や

施
策
の
成
果
は
明
確
に
！
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葦が繁茂する東光寺谷川（令和４年５月）

仮スタートしている部活補完事業の陸上 山
やま

本
もと

孝
たか

夫
お

 議員

Q 

国
は
、
部
活
の
地
域
移
行
を
指
示
し

た
が
、
方
法
は
任
せ
る
方
針
で
、
無

責
任
だ
。
協
議
会
準
備
会
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
が
、
ど
こ
が
組
織
を

取
り
ま
と
め
る
の
か
。

A�

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。

Q 

外
部
団
体
に
指
導
指
針
も
ト
ラ
ブ
ル

解
決
も
報
酬
支
払
い
も
全
て
任
せ
る
。

高
校
受
験
に
も
影
響
す
る
。
中
学
校

体
育
連
盟
の
大
会
も
あ
る
。
こ
れ
も

無
責
任
だ
。
迷
惑
す
る
の
は
中
学
生

だ
。
指
導
者
確
保
は
ど
う
す
る
の
か
。

A�

外
部
指
導
者
な
ど
を
考
え
る
が
、
他

に
も
確
保
し
た
い
。

Q 

先
進
市
で
は
、
体
育
協
会
組
織
が

し
っ
か
り
し
財
源
も
あ
り
、
協
力
す

る
ク
ラ
ブ
が
存
在
す
る
。
地
域
移
行

は
10
年
以
上
前
か
ら
分
か
っ
て
い
た

こ
と
で
、今
、慌
て
て
い
る
の
は
、市

が
怠
慢
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
協
議
会
に
任
せ
る
と

い
う
考
え
で
は
必
ず
失
敗
す
る
。
そ

れ
で
は
ど
う
す
る
か
。
ま
ず
、
教
育

委
員
会
が
基
本
理
念
を
定
め
主
体
的

に
関
わ
り
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
部
門
を

創
設
、
財
源
の
テ
コ
入
れ
や
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
設
置
を
行
う
。

指
導
者
は
、
現
役
の
教
員
に
お
願
い

す
る
。
多
く
の
情
熱
を
持
っ
た
教
員

が
い
る
こ
と
は
事
実
。
こ
う
い
う
方

向
で
進
め
た
ら
ど
う
か
。

A�
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
わ
っ
て
子

ど
も
が
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
、
体

育
や
文
化
な
ど
を
指
導
し
て
い
く
の

が
狙
い
な
の
で
、
指
摘
が
あ
っ
た
こ

と
に
注
意
し
組
織
的
な
も
の
を
作
り

運
営
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

大
おお

関
ぜき

衣
きぬ

世
よ

 議員

Q 

男
性
特
有
の
前
立
腺
が
ん
の
手
術
後

の
症
状
な
ど
で
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
使

用
す
る
場
合
が
あ
る
。現
状
で
は
、外

出
先
で
パ
ッ
ド
の
廃
棄
場
所
が
無
く

不
便
だ
っ
た
と
の
話
を
聞
い
た
。
男

性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

な
ど
性
的
少
数
者
へ
の
配
慮
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
市
有
施
設
へ
の

設
置
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

A�

来
年
度
開
庁
予
定
の
新
庁
舎
の
男
性

用
ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い
く
。

Q 

ま
ず
、
現
庁
舎
一
階
ト
イ
レ
に
早
期

に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A�

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

Q 

観
光
客
の
多
い
蓬
莱
橋
の
ト
イ
レ
に

も
早
期
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A�

設
置
に
向
け
検
討
す
る
。

の
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫

工
事
の
予
定
は
あ
る
か
。

A�

県
は
、
こ
の
地
域
の
浚
渫
工
事
の
追

加
工
事
予
算
を
要
望
し
て
い
る
。

Q 

現
在
計
画
中
の
防
災
対
策
は
何
か
。

A�

初
倉
の
沢
川
に
危
機
管
理
型
水
位
計

を
設
置
す
る
。
ま
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
刷
新
し
全
戸
に
配
布
す
る
予
定
。

一問一答

男
性
用
ト
イ
レ
に

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
！

包括

部
活
地
域
移
行
は

市
の
責
任
で
進
め
よ

流
域
治
水
の
推
進
を
！

Q 

東
光
寺
谷
川
の
丸
山
橋
付
近
は
、
広

い
面
積
で
河
床
に
土
砂
が
堆
積
し
て

お
り
、
地
域
住
民
は
、
増
水
時
の
越

水
被
害
を
心
配
し
て
い
る
。
こ
こ
で
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家山駅に飛来したアサギマダラ

約７人に１人の子どもが貧困である

Q 

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
２
０
１
９

年
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、

我
が
国
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
13
・

５
％
で
あ
る
。
当
市
の
状
況
は
。

A�

平
成
29
年
度
に
市
内
の
１
６
５
３
世

帯
に
対
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
９
・
１
％
で
あ
っ
た
。
ま

た
ひ
と
り
親
世
帯
の
相
対
的
貧
困
率

は
31
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

Q 

同
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
①
必
要
な
食
料

が
買
え
な
か
っ
た
②
電
気
、ガ
ス
、水

道
料
金
な
ど
を
滞
納
し
た
経
験
が
あ

る
③
医
療
機
関
の
受
診
を
事
情
に
よ

り
控
え
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
の
質
問

が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

回
答
で
あ
っ
た
か
。

A�

①
に
関
し
て
は
５
・
６
％
。
②
４
・

６
％
。③
５・９
％
で
あ
っ
た
。ま
た

ひ
と
り
親
世
帯
に
関
し
て
は
①
14
・

５
％
。
②
12
・
８
％
。
③
13
・
２
％

で
あ
る
。

Q 

子
ど
も
の
貧
困
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ

る
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
お
け
る
養
育

費
の
不
払
い
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
当
市
と
し
て
、
こ
の
問
題

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か
伺
う
。

A�

養
育
費
の
不
払
い
に
つ
い
て
は
、
市

は
直
接
介
入
し
て
い
な
い
が
、
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
相
談
者
に
寄
り

添
い
、
解
決
に
向
け
て
弁
護
士
や
公

的
機
関
へ
の
相
談
窓
口
を
案
内
し
て

い
る
。
養
育
費
の
確
保
の
た
め
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
国
も
法
務
省
と
厚

生
労
働
省
が
連
携
し
て
体
制
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

Q 

旅
す
る
チ
ョ
ウ
と
言
わ
れ
る
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
を
知
っ
て
い
る
か
。

A�

川
根
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

に
よ
り
、
長
野
・
山
形
県
か
ら
家
山

駅
に
飛
来
し
た
と
報
道
等
で
知
っ
た
。

Q 

行
動
範
囲
な
ど
は
知
っ
て
い
る
か
。

A�

北
海
道
か
ら
、
沖
縄
・
中
国
・
ヒ
マ

ラ
ヤ
ま
で
を
往
来
す
る
と
聞
く
。

Q 

４
カ
月
の
生
命
と
小
さ
な
体
で
何
千

キ
ロ
も
移
動
す
る
。
旅
す
る
チ
ョ
ウ

と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
川
根

だ
け
で
な
く
全
国
の
愛
好
家
グ
ル
ー

プ
が
調
査
を
し
て
い
る
。
南
下
と
北

上
を
す
る
旅
の
途
中
の
お
休
み
所
、

宿
場
が
島
田
市
だ
。
市
民
交
流
、
都

市
間
交
流
を
期
待
す
る
が
ど
う
か
。

A�

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
や
市

の
サ
イ
ト
で
情
報
発
信
し
て
い
く
。

八
や

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

 議員

一問一答

旅
す
る
チ
ョ
ウ
の
ロ
マ
ン
を

全
市
に

一問一答

子
ど
も
の
貧
困
問
題
の現状

は

A�

林
業
者
の
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き

植
栽
か
ら
伐
採
ま
で
持
続
可
能
な
森

林
と
、
生
産
性
の
低
い
山
林
の
公
益

機
能
を
生
か
し
た
間
伐
の
推
進
を
し

て
い
る
。

Q 

林
道
か
ら
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
る
と
皆
伐
が
減
少
す
る
。
林
道
を

整
備
し
持
続
可
能
な
人
工
林
面
積
の

拡
大
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

A�

林
道
、
作
業
道
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
計
画
的
に
進
め
た
い
。

森
林
の
公
益
機
能
を
生
か
せ

Q 

森
林
に
は
木
材
生
産
の
経
済
面
だ
け

で
な
く
、土
砂
流
出
、水
源
涵か
ん

養よ
う

、Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
も
あ
る
。
森
林
を
守

る
た
め
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

石
いし

川
かわ

晋
しん

太
た

郎
ろう

 議員
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秋の収穫を待つ稲穂

リニューアル後は令和6年４月供用予定

Q 

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
島
田
市
民
総
合

施
設
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
の
利
活
用
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

A�

本
館
は
、
会
議
室
な
ど
に
改
修
し
貸

室
と
す
る
。
東
館
は
、
市
民
活
動
や

学
習
ス
ペ
ー
ス
、
外
郭
団
体
の
事
務

所
を
検
討
し
て
い
る
。

Q 

改
修
に
向
け
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
の
意
見
や
要
望
の
実
現
性
は
。

A�

防
音
性
の
あ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
室
兼
楽

屋
や
運
動
室
の
設
置
、
各
階
に
倉
庫

の
配
置
、
女
子
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や

視
聴
覚
室
の
映
写
室
を
撤
去
し
多
目

的
会
議
室
な
ど
を
検
討
中
で
あ
る
。

Q 

当
該
施
設
の
改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A�

工
事
着
手
は
来
年
10
月
中
を
予
定
し

て
い
る
。

Q 

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
と
し
て
、

公
共
施
設
に
障
害
福
祉
就
労
支
援
事

業
所
の
利
用
者
が
出
張
し
て
働
け
る

場
を
常
設
（
施
設
外
支
援
）
す
る
島

田
版
モ
デ
ル
を
提
案
す
る
。
新
し
い

試
み
に
取
り
組
む
考
え
は
ど
う
か
。

A�

作
業
の
支
援
を
行
う
障
害
福
祉
事
業

所
の
意
向
の
確
認
を
行
っ
て
い
く
と

と
も
に
作
業
環
境
が
変
化
す
る
こ
と

に
伴
う
対
応
な
ど
も
十
分
に
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
所

へ
相
談
し
て
い
き
た
い
。

Q 

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
る
「
に
じ

い
ろ
市
場
」
は
、新
庁
舎
開
庁
後
、ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A�
販
売
機
会
の
確
保
な
ど
を
図
る
た
め
、

参
加
希
望
事
業
所
の
意
向
を
踏
ま
え

再
開
お
よ
び
最
適
な
開
催
場
所
に
つ

い
て
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

曽
そ

根
ね

達
たつ

裕
ひろ

 議員

Q 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

A�

農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が

非
常
に
進
ん
で
お
り
、
農
地
の
貸
付

希
望
は
多
い
が
、
受
け
手
が
少
な
い
。

Q 

基
盤
整
備
事
業
に
取
り
組
む
場
合
、

事
業
費
の
軽
減
策
は
あ
る
か
。

A�

基
盤
整
備
事
業
の
採
択
を
受
け
れ
ば

事
業
自
体
の
農
家
負
担
は
な
い
。
中

間
管
理
機
構
を
介
し
て
担
い
手
へ
農

地
を
集
積
し
、
国
の
機
構
集
積
協
力

金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

Q 

基
盤
整
備
事
業
を
行
う
こ
と
を
前
提

に
、
組
合
が
設
立
さ
れ
る
前
ま
で
の

事
務
経
費
な
ど
へ
の
支
援
は
。

A�

事
務
補
助
な
ど
は
、
市
や
関
係
機
関

が
で
き
る
限
り
行
う
。

Q 

基
盤
整
備
事
業
を
行
な
わ
な
い
で
農

業
と
農
地
を
活
用
し
て
い
く
政
策
は
。

A�
担
い
手
が
農
地
バ
ン
ク
を
利
用
し
て

農
地
の
貸
付
を
行
え
ば
、
農
地
再
生

集
積
促
進
事
業
の
補
助
金
や
機
構
集

積
協
力
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
。

貸
借
に
よ
る
農
地
集
積
・
集
約
化
も

有
効
な
手
段
で
あ
る
。

Q 

農
地
を
集
積・集
約
す
る
た
め
の
、担

い
手
確
保
の
取
り
組
み
は
。

A�

国
・
県
の
支
援
制
度
に
加
え
、
市
単

独
補
助
事
業
を
設
け
支
援
し
て
い
る
。

Q 

地
域
活
性
化
を
目
指
し
仕
事
を
続
け

副
業
と
し
て
無
理
な
く
就
農
で
き
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
す
る
兼
業
農
家
育

成
講
座
を
開
設
し
た
ら
ど
う
か
。

A�

国
の
施
策
に
の
っ
と
り
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
き
た
い
。

一問一答

公
共
施
設
に

障
害
者
の
た
め
の
働
く
場
を

一問一答

地
域
農
業
と
農
地

将
来
に
向
け
て
！

村
むら

田
た

千
ち

鶴
づ

子
こ

 議員
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今後の在り方が問われる島田球場

Q 

改
訂
中
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

A�

見
直
し
中
で
、目
標
は
変
更
せ
ず
、障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
や
中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q 

大
井
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
事
業
の
効
果
は
。

A�

経
済
効
果
以
外
に
、
地
域
の
活
性
化

や
競
技
力
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

Q 

ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
状
況
は
。

A�

昨
年
度
利
用
者
数
は
約
30
万
人
。
指

定
管
理
者
の
自
主
事
業
の
取
り
組
み

が
利
用
者
増
に
繫
が
っ
て
い
る
。

Q 

国
か
ら
中
学
部
活
動
の
地
域
移
行
が

提
言
さ
れ
た
が
、
課
題
は
何
か
。

A�

生
徒
の
適
応
、
関
係
者
や
保
護
者
の

理
解
、
指
導
者
や
活
動
場
所
、
費
用

の
確
保
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

Q 

島
田
球
場
の
利
用
状
況
、
整
備
状
況
、

今
後
の
在
り
方
を
伺
う
。

A�

昨
年
度
の
利
用
者
数
は
約
９
千
人
。

耐
震
補
強
や
内
野
ス
タ
ン
ド
防
水
塗

装
等
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
大

規
模
改
修
は
行
わ
ず
、
市
民
球
場
と

し
て
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

天
あま

野
の

　弘
ひろし

 議員

包括

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

島
田
球
場
の
今
後
は

Q 

市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

率
は
、
ど
の
程
度
と
推
定
さ
れ
る
か
。 

A�

昨
年
度
自
給
率
は
36
・
８
％�

。

Q 

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
可
能
性
は
。

A�
民
間
企
業
等
が
取
り
組
む
場
合
は
積

極
的
に
支
援
す
る
。

Q 
大
規
模
風
力
発
電
所
の
計
画
は
。

A�

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
内
容
を
確

認
中
で
あ
る
。

再
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
は

令和３年度　政務活動費使用報告
　政務活動費は、地方自治法に基づき地方議会の議員に交付される経費のことで、各地方議会ごとに金額などの交付要件が定められて
います。
　島田市議会では、議員１人に年額20万円を上限として交付しています。残額は返還し、超過額は自己負担としています。　なお、令
和３年度は議員の改選期であったため、選挙後（令和３年５月～令和４年３月）の任期期間に応じ、年額を按分して交付しています。

（単位：円）

※政務活動費収支報告書は、ホームページ・情報公開コーナー（市役所、金谷南支所、金谷北支所、川根支所）で閲覧することができます。
※詳しくは島田市ホームページをご覧ください。

議員名 交付額
支出内訳

支出合計 自己
負担額 返還額調査研究費 研修費 広報費 資料作成費 資料購入費 その他の

経費
青山真虎 183,326� 0� 0� 0� 0� 96,733� 81,068� 177,801� 0� 5,525�
天野　弘 183,326� 0� 0� 58,620� 0� 7,469� 0� 66,089� 0� 117,237�
石川晋太郎 183,326� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 183,326�
井上　篤 183,326� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 183,326�
大石節雄 183,326� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 183,326�
大関衣世 183,326� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 183,326�
大村泰史 183,326� 51,822� 0� 0� 0� 32,150� 0� 83,972� 0� 99,354�
桜井洋子 183,326� 0� 0� 119,075� 0� 19,470� 0� 138,545� 0� 44,781�
提坂大介 183,326� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 183,326�
清水唯史 183,326� 0� 45,000� 0� 0� 22,670� 71,060� 138,730� 0� 44,596�
曽根達裕 183,326� 0� 0� 0� 0� 5,500� 0� 5,500� 0� 177,826�
平松吉祝 183,326� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 183,326�
藤本善男 183,326� 0� 25,000� 0� 0� 42,935� 0� 67,935� 0� 115,391�
村田千鶴子 183,326� 51,822� 0� 0� 7,000� 0� 0� 58,822� 0� 124,504�
森　伸一 183,326� 0� 179,735� 0� 0� 5,280� 0� 185,015� 1,689� 0�
八木伸雄 183,326� 0� 0� 62,700� 0� 500� 12,669� 75,869� 0� 107,457�
山本孝夫 183,326� 0� 59,060� 0� 0� 24,595� 0� 83,655� 0� 99,671�
横田川真人 183,326� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 183,326�
横山香理 183,326� 51,822� 0� 0� 0� 0� 0� 51,822� 0� 131,504�
四ツ谷恵 183,326� 0� 0� 119,075� 0� 26,677� 14,500� 160,252� 0� 23,074�
合　　計 3,666,520� 155,466� 308,795� 359,470� 7,000� 283,979� 179,297� 1,294,007� 1,689� 2,374,202�

報告します！
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ザッ討論 賛成？
反対？

市議会定例会最終日に行われる議案採決の前に、賛成・反対の意見を表明する「討論」を行います。９
月定例会では、３議案・１請願について討論が行われ、賛成・反対の意見が表明されました。

【認定第２号】令和３年度島田市国民健康保険事業特別会計決算の認定について
この改定は、平成31年２月議会において議決し
たものである。県の方針を受け、令和元年度に
基礎課税額分の資産割を廃止したことに伴い、
その保険税不足を補うために所得割を段階的に
引き上げていくことになっている。高齢化が進
む状況下において、医療費の保険負担が増加し、
保険財政が厳しくなることなどへの対応と考え
る。当市の保険料は、県内23市中、11番目で妥
当な水準であり、所得が一定額以下の世帯には、
法定軽減制度もあり、措置されている。議決に
のっとり、進められており、安定した運営に寄
与される適正な決算であると考える。

賛 

成

自営業、商店、農家などの中小零細企業は、コ
ロナ禍で収入は激減し、その上、ガソリン、食
料品、生活用品などの値上がりで苦しい経営を
強いられている。国民健康保険税の資産割は廃
止されたが、所得割は令和元年度5.1％、令和２
年度5.8％、令和３年度6.2％と段階的に引き上げ
られ、447世帯が未納である。また均等割は、子
どもの数が多い世帯ほど負担が増す。国民健康
保険税の引き上げは死活問題であり、基金７億
円を有効活用すべきであった。

反 

対

【認定第１号】令和３年度島田市一般会計決算の認定について

予算・決算特別委員会で議員間討議が
行われた論点のうち、旧金谷庁舎跡地
利活用事業を巡る公民館の運営につい
て、市は混乱を招いたことに言及して
いるが、現時点においても、当初予定し
た事業者に公民館運営を委ねることと
しており、本件により令和３年度一般
会計の決算を不認定とするまでには至
らないと受け止めている。またワクチ
ンの副反応等を巡るさまざまな指摘が
あるが、市はワクチン接種に対する正
しい判断ができるよう努めており、同
事業は評価できるものと考える。

賛 
成

金谷地区交流拠点整備運営事業において、地域住民の信頼
を得て事業運営をされている金谷公民館を指定管理者制度
下にすることは容認できない。ＰＦＩ手法で進めようとし
た令和３年度の取り組みはおろそかであった。ＰＦＩアド
バイザリー業務機能が十分に機能されていないと考えるが、
事業費2,332万円のうち、どれほどを費やしているのか疑問
である。ＰＦＩ維持管理・運営委託の事業費850万円は問題
だ。金谷公民館は指定管理者に委ねる必要はなく、今まで
どおり直営で運営すべきだ。

市政の最大の課題は未来ビジョンがないこと。ハコモノの
評価に依存しており、とりあえずハコ作っておけばいいと
いう考えだから決算認定でありながら賛否が拮抗している。
新型コロナウイルスのワクチンについても、ただ国の指示
に従ってを繰り返し実態を調べようともしない。事業執行
の最終判断は国でなく地方にある。自治体の裁量で世代を
区切るべき。その根拠はあらゆるデータを見れば明らか。こ
ういうところでもビジョンの無さが見える。自立した考え
を持たないと地方は生き残れない。

旧金谷庁舎跡地利活用事業をＰＦＩ事業として進める準備
をしてきたが、容認できない。その理由は３点ある。①こ
の事業への応募者は１者であり、競争し比較する相手もな
く、評価点も低い中での事業者決定であった。②金谷公民
館の運営委託先の事業内容には、貸館業務だけであり、豊
かな自主事業が業務として入っていない。「現在の公民館運
営のレベルを基準とし、それを継続し、それ以上の公民館
運営をする」とした市の責任は重大だ。③ＰＦＩアドバイ
ザリー業務・ＰＦＩ維持管理運営委託も認められない。

反 

対
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【議案第68号】令和４年度島田市一般会計補正予算（第６号）

○＝賛成
×＝反対
△＝棄権

氏　名

井
上　
　

篤

石
川
晋
太
郎

曽
根　

達
裕

大
関　

衣
世

天
野　
　

弘

八
木　

伸
雄

山
本　

孝
夫

森　
　

伸
一

提
坂　

大
介

横
田
川
真
人

平
松　

吉
祝

藤
本　

善
男

清
水　

唯
史

四
ツ
谷　

恵

桜
井　

洋
子

村
田
千
鶴
子

大
村　

泰
史

青
山　

真
虎

横
山　

香
理

会派名 清流の風 島田市民
会議 島

と
和
わ
の会 創造島田 日本

共産党
緑風
しまだ 無会派

【認定第１号】令和３年度島田市一般会計
決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ × × ○ × × ○

【認定第２号】令和３年度島田市国民健康
保険事業特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

【議案第68号】令和４年度島田市一般会計
補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

【請願第２号】「高齢者のための島田市補聴
器購入費助成制度」の実施を求める請願 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※議長（大石　節雄）は採決には加わりません。（並び順は会派ごとの議席順）　※「無会派」とは、会派に属さない議員のことです。

【採決結果一覧】賛成・反対の分かれた議案および請願の結果を掲載しています

本事業は、従来の武漢株とオミクロン
株ＢＡ１との新たに承認された２価の
新型コロナウイルスワクチンを接種す
るための費用である。今夏の第７波は、
オミクロン株による大きな流行であっ
た。ワクチン接種により集団免疫を高
めることは、コロナ対策にとって最も
重要であり、そのワクチン効果を高め
るには、流行株に近い株を用いること
が最適と考える。そのため、一日も早
く、市民に新しい２価ワクチンの接種
する機会を提供することが、コロナ対
策における行政の努めと考え、補正予
算案に賛成する。

賛 

成

このワクチンは本当に市民のためになっているのか。市民
の健康のためにもう一度しっかりと調べてほしい。さまざ
まな疑問が出てくる。新型コロナワクチン接種に伴う健康
被害の補償申請件数は4,000人を超えた。武漢・ＢＡ１対
応２価ワクチンの接種が開始されるが、現在、流行ってい
るのはＢＡ５で、既に型落ちのワクチンだ。厚労省は中和
抗体のみで効果ありなしの議論をしているが、中和抗体が
いくら高くても感染予防効果、発症予防効果は期待できず、
重症化予防効果があるかどうかは、はっきりしていない。

今回のオミクロン用のＢＡ１の２価ワクチンは型落ち。
現在、主流のＢＡ５に対して、過去のワクチンに比べて抗
体が３分の１しか付かないとの指摘がある。打つほど再感
染するワクチンの流用版で、その効果は３分の１。どう計
算すればいいか分からない。再感染はワクチン接種による
自己免疫低下の可能性の指摘がある。４回目接種のピーク
から計算すると第８波は12月から来年１月。地方から意見
を言っていかないと、コロナ禍はいつまでたっても終わら
ない。

反 

対

【請願第２号】「高齢者のための島田市補聴器購入費助成制度」の実施を求める請願
現行の障害者総合支援法では、軽・中度の難聴
者は認定されない。高齢化に伴う難聴者が適合
した補聴器を購入するには、多くの調整時間と
高額な費用が発生する。補聴器助成制度があれ
ば、高齢難聴者にとって朗報となる。高齢者を大
事にする社会は、高齢者対若者といった対立す
るものではなく、次世代を担う若い層にも良い
影響を及ぼす。市民が「島田市に住んで良かっ
た」と実感できるような補聴器購入費助成制度
創設に賛成する。

賛 

成

高齢者や障害を持っている方に対しても、市の
限りある予算は本当に必要なところばかりだ。
補聴器は、周辺市町では補助対象としているこ
とから、高齢者から求められていると理解して
いる。しかし、市の財源ではなく、国に意見書な
どを提出し、国の予算で対応することが良いと
考える。予算は市民にとって等しく公共の財源
は使うべきで、その財源を確保するために、本
来、高齢者の方や障害を持つ方が受けられる市
民サービスの低下を招くとしたら、請願は元の
木阿弥になるのではないか。

反 

対
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　先日、受講した「住民とのコミュニケーション」
という研修の中で、ブラインドウォークの体験があ
りました。ガイド役となる補助者に求められたのは、
具体的に分かりやすい言葉で丁寧に案内することで、
この考え方は、議会だよりの編集にも通じると感じ
ました。またコミュニケーションの基本は「聴き合
う、否定しない、視点の幅をひろげる（多様性を楽
しむ）、自分の意見をいう」とのことでした。声を出
しにくい人が声を出して意見を言うように工夫する
ということで、議会報告会など、皆さんとお話する
時に大切なことだと思いました。

編 集 後 記

議会活動レポート

　議会では、市当局からごみ減量やごみの処理経費の抑制のため、ごみ処理の有料化について検討していくと
２月定例会に報告があったことから、５月に行った議会報告会で「ごみの減量化」を共通テーマとして、市民
の意見を伺いました。
　報告会の市民意見などを踏まえ、ごみ減量についてを総務生活常任委員会の政策課題とすることとなり、９
月議会においては、田代環境プラザ運営費および一般廃棄物最終処分場管理費を重要事業として位置付けると
ともに、紙類の使用量削減のため、議会内の書類の見直しにも着手しました。
　これを受けて、令和４年９月13日に総務生活常任委員会を中心に、阪本地区の一般廃棄物最終処分場を視察
しました。最終処分場は、すでに２月に廃止確認申請
が県において受理され、土地は地権者に返却されてい
ますが、一部、市有地内に残された水処理施設の解体
と跡地利活用について説明を受けました。その後、民
間によって運営されている身成地区の鍋島ウラヤマ管
理型最終処分場において、担当者より埋立廃棄物の種
類や埋立容量などの説明を受けました。
　総務生活常任委員会では、今後のごみ処理の問題点
など、島田市の課題として調査・研究を進めます。

島田市のごみ最終処分場の現状と今後は？

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市議会議場（市役所３階）
へお越しください。

11月市議会定例会のお知らせ

日 月 火 水 木 金 土
11/20 21 22 23 24 25 26

議会運営委員会
本会議（初日）

27 28 29 30 12/1 2 3

本会議
（一般質問）

4 5 6 7 8 9 10
予算・決算特別委員会
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日程は変更となる場合があります。最新の情報は、ホームページまたは電
話にてお問い合わせください。
☆開会時間は…本会議、特別・常任委員会
　（午前）9:30から（9・12日は9:00から）・（午後）13:30から

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、以下の点にご注意ください。
　•�傍聴する場合にはマスクの着用と手指消毒の徹底をお願いします。
　•�体温が37.5度以上ある場合、または平熱より1度以上高い熱がある場

合、息苦しさや強いだるさなどの症状がある方は傍聴をお控えください。
　•�傍聴席を53席から22席（うち3席は車いす専用）に減らしています。ご

了承ください。
※水色のラインで示された日の本会議は、インターネットでの生中継を行
います。

台風15号により被災された方に、心よりお見舞い申し上げます
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